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〔要旨〕新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の

影響は医学領域を含む学術出版にも及んだ。それ

に限らず，論文の質にまつわる議論は日々進展し

ている。Clark JによるBMJ誌における論考を紹介

するとともに，2023年の学術誌・学術論文データ

ベースの動きもふまえて，現在の学術出版システ

ムについてどう向き合って歩みを進めていくかを

考察する。

1 学術出版の急成長と課題
「パンデミックによって科学出版は急成長した。こ
れは世界的な脅威に対する集団的な勝利と広く考えら
れていたが，パンデミックによる出版の弊害は見過ご
されていないだろうか」とClark JはBMJ誌における
論考で疑問を投げかけている1）。 本稿では， 前半で
Clark Jの論考の概要を紹介し，後半で近年の学術誌・
学術論文データベースの動きもふまえて，学術出版シ
ステムにどう向き合っていくか，私見と考察を述べる。
同論考においては，The New England Journal of 
Medicine（NEJM）誌の編集長であるRubin EJが，新
型コロナウイルス感染症（COVID-19）の発生とともに
1日当たり200報を超える関連論文が投稿されるよう
になったと語っている。Lancet誌の編集者である
Horton Rも，New York Times誌（2020年5月21日）
に対して仕事の重圧や責任の大きさについて述べてい
た。

計量書誌学の研究者であるLarivière Vは，2020年
の論文出版数に目を向け，150万報と単年で史上最
大の増加率を記録したと述べている1）。筆者らがWeb 
of Science Core Collectionを参照したところ，収載
誌かつ原著論文または総説に限っても2020年に263
万6457報の論文が出版されており（2023年4月18

日時点），学術出版の「急成長」はより大きなものであ
ると推察された。
また，2020年1月に出された英国ウェルカム・トラ

スト財団による研究データや成果共有の共同声明に，
多くの学術誌や研究機関が賛同・署名した2）。これは

脅威に立ち向かうという観点から違和感のない行動
であるともとらえられるが，Clark Jは，知名度とイ
ンパクトに表象される歪んだ競争心を刺激するもの
になってしまったかもしれない，と振り返っている。
とは言え，Rubin EJ（前出のNEJM誌編集長）は自身
の恐怖を伴う臨床経験から何らかの知見を公表する
ことは，何もないよりはましであると語っており，混
乱の只中で判断することの難しさを物語っている。

2 「迅速な」出版の実際と意味
実際、出版の速さに目を向けると，どのような変化

があったのだろうか。2023年に行われた33万9000
報の論文を分析した結果からは，パンデミックの前後
で修正論文の受理判断に要する時間が平均8.9日短く
なったとしている3）。また，ファストトラック制度の
拡大もあり，2020年以降のLancet誌で最も引用され
た5つの論文（ほとんどが初期のコロナウイルスのデ
ータについて報告したもの）は，受付後14日以内にア
クセプトされ，22日以内に出版されていた。ただし，
迅速さの程度については分析対象によって大きく異な
る点に留意を要する。関連の研究としては，Palayew 
AらやSevryugina YVらの報告が挙げられる4）5）。

とは言え，Lancet誌とNEJM誌の両誌において，
COVID-19に対するヒドロキシクロロキンの早期有効
性が報告され，その後研究不正が判明して撤回された
深刻な事例がある6）7）。Clark Jは，このことが人々の
学術誌に対する信頼性を脅かす出来事であっただろ
うと述べている。しかしながら，Retraction Watch
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における報告をもとに推定される撤回率は0.07％で
あり，この値は他に比較してCOVID-19関連論文に
おいて高いとは言えない，と考えられている8）9）。

3 オープンサイエンスは実践されたのか
研究データや成果共有の動きについては先述の通

りであるが，実際のところはどうだったのであろう
か。2020年に出版されたCOVID-19関連論文のう
ち，プレプリント段階から公開されていたものは5％
程度とのことである。ワクチンの第3相試験（Oxford-
AstraZeneca，Moderna，Pfizer）についても，プレ

プリントは公開されなかった。
しかしながら，特に健康や関連する行動に影響を

及ぼしうる成果については，査読前の段階で─たと
え査読というプロセスが完璧なものではないにせよ
─どこまで公開すべきか留意すべきであろう。
データの共有の観点では，ウェルカム・トラスト財

団の共同声明に署名した学術誌や出版社かどうかに
かかわらず，データがどこにあり，どのようにアクセ

スできるかという情報（data availability statement）
を含んでいた論文は42～45％程度にとどまる10）。特
に臨床研究の場合，倫理的な観点からデータの共有に
制限を設けることも多いが，データそのものを共有せ
ずとも正当な入手のプロセスについて明示すること
は，コミュニティーの内外から新しい知見を生み出し
ていく上で有益である。

4 「Covidisation」と「評価」の構造的問題
Covidisationとは，COVID-19関連論文が学術誌に

おいて支配的に掲載されることにより，非感染性疾患，
暴力，メンタルヘルスなど，他の健康問題が犠牲とな
ったのではないか，という懸念である。
実際，Ioannidis JPAらの研究によると，2020年1月
1日～21年8月1日のScopusデータを参照したところ，
COVID-19に関連するものは出版論文の4％を占め，被
引用数の20％を占めていた（general and internal 
medicine領域では79.3％）11）。
多くの問題を抱えながらもいまだ「評価」における中

心的な役割を担うインパクトファクターに目を向けて
も，Lancet誌は79から202，NEJM誌は91から176，
Journal of the American Medical Association（JAMA）

誌は56から157，BMJ誌は40から96と上昇が観察さ
れた。Delardas Oらはより詳細な分析結果を公表して

おり，併せてベンチマークツールとしてのあいまいさに
ついて疑問を投げかけている12）。「慣例」や「わかりやす
さ」の弊害については，我々も改めて考えていく必要が
あるだろう。

5 データベースから除外された学術誌
関連する話題として，2023年の学術誌・学術論文

データベースの動きについても触れる。Clarivate社
のWeb of Scienceは，スクリーニングを経て一定の
質を担保していることを確認した学術誌を収載した
データベースを提供している。また，Web of Science 
Core Collectionの中でScience Citation Index 
Expanded（SCIE）およびSocial Science Citation Index

（SSCI）に含まれる学術誌にインパクトファクターが付
与されている（本稿執筆時点では，2023年からは，対
象がWeb of Science Core Collection全体に拡大す
る予定である）13）。
このような背景もあり，Web of Scienceの動向は

学術誌の運営主体や研究者，研究機関等から注目され
ている。2023年3月，オープンアクセス出版社である
Hindawi社（Wiley社傘下の出版社，19誌）およびMD 
PI社（2誌）の学術誌がデータベースから除外され，
このことがScience誌でも取り上げられた14）。同記事
では，多数の特集号（ゲスト編集者によってハンドリ
ングされる）の発行が論文の質の担保を困難にしてい
るのではないか，ということが指摘されている。な
お，Wiley社は先立って特集号の発行を一時的に停止
していた15）。MDPI社の声明では，除外の理由はスコ
ープ範囲外の論文の掲載であるとされている16）。

全体を見渡してみると，Clarivate社は2023年に
入ってから500誌以上にフラグを立て，50誌以上が
品質基準を満たさないことを確認した，と報告してい
る17）。そして，Retraction Watchを参照すると，82誌
が除外されていることがわかる（具体的な学術誌名を
含めリスト化・共有されているため，必要に応じて参
照のこと）18）。この中には大手出版社も含まれており，
必ずしも前述のようなオープンアクセス出版社のみ
が除外された訳ではない。
また，Web of Scienceは質に関して24項目の基

準により評価しているとしているものの18），個々の学
術誌の評価について詳細は明らかでない。評価プロセ
スの透明性を高めることは，学術誌・学術出版の抱え
る具体的な課題を把握し，出版社や投稿者，関連する
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ステークホルダーが問題に対処していくためにも重
要であろう。

6 波及的影響と立ち止まって考えておきたい
こと
データベースからの除外は，粗悪な学術誌（プレダ

トリージャーナル，日本医学会は悪徳雑誌と呼称 19）し

ている）と関連づけても語られた。その一因は，匿名
の集団が運営する「Predatory Reports」がMDPI社の
すべての学術誌を粗悪であると判断したことである20）。

ただし，評価基準やその過程は判然とせず，一度にす
べての学術誌を粗悪であると判断することの正当性
には疑念を抱かざるをえない。また，この「Predatory 
Reports」は，Cabell Publishing社（Cabell’s Interna-
tionalとも表記される）の運用する同名のデータベー
ス「Predatory Reports」とはまったくの別物であるこ
とには注意したい（図1）。Cabell Publishing社のデ
ータベースにおいては，74項目の基準により学術誌
の質を評価しており21），この観点は投稿時にも参考
になる（特に重大な問題については，井出和希 , 他：
STI Horizon. 2022;8(2):38-43. においても日本語
で紹介し，無料で公開している）。
精査せず印象的な情報に影響を受けて「〇〇は良い

／悪い」といった判断に陥ってしまうことなく，74項
目の基準 21）やThink. Check. Submit. といったガイ

ドを参考にすることも推奨される。加えて，個別学術
誌ごとに投稿前にその内容を確認し周囲と相談をし
たり，想定される読者について考えたりしながら，イ
ンパクトファクターの高低といった1つの指標にとら
われることなく，原稿の内容に合う投稿先を選ぶこと
が望ましいだろう。また，様々な学術誌に掲載された
論文を読む際にも，何らかの評価に関与する際にも，
学術誌の評判（reputation）に対する先入観が，正負
両方のバイアスを生じさせることを認識し，自省的に
対応する必要があるだろう。

謝辞： 本論考の執筆にあたっては，日本財団・大阪大学 感
染症対策プロジェクト，稲盛財団，科研費 若手研究
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